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 このガイドラインは，電子部品及び電子機器業界全体での安全性の向上を図るために制定された JEITA 

RCR-1001A（電気・電子機器用部品の安全アプリケーションガイド）に基づいて，一般社団法人 電子情

報技術産業協会 電子部品部会／技術・標準戦略委員会／標準化専門委員会／受動部品標準化 WG／電解・

フィルムコンデンサグループが作成したものである。 

 このガイドラインは，1995 年に制定し 2002 年に改正した EIAJ RCR-2368B（電子機器用固定タンタル

固体電解コンデンサの使用上の注意事項ガイドライン）を JEITA RCR-2368C として改正したものである。 

 なお，作成に当っては，部品メーカが独自に把握している事項及び電子機器メーカからの協力によって

得られた事項を中心にまとめた。 

 また，電気・電子機器用部品の安全アプリケーションガイド（JEITA RCR-1001A）には，電子部品の安

全に対する基本的な内容が記載されており，当ガイドラインとの併用をお勧めする。 

 この JEITA 技術レポートは，その一部が工業所有権（特許権，実用新案，意匠権など）に抵触する可能

性に関係なく制定されている。一般社団法人 電子情報技術産業協会は，このような工業所有権に係る確

認について，責任はもたない。 

 この JEITA 技術レポートは，JEITA TSC-16（電子情報技術産業協会規格類の作成基準）の様式によっ

て作成した技術レポートである。 
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電子情報技術産業協会技術レポート 
 

電子機器用固定タンタル固体電解コンデンサの 

安全アプリケーションガイド 
Safety application guide for fixed tantalum electrolytic capacitors 

with solid electrolyte for use in electronic equipment 

 

1 適用範囲 

 このガイドラインは，二酸化マンガン又は導電性高分子を陰極として用いたタンタル固体電解コンデン

サに適用する。このコンデンサを電子機器メーカで機器設計，実装工程，機器使用時などでの安全性確保

を行うことに加え，部品メーカでの納入仕様書の安全性についての事項の作成及び部品メーカの技術情報

として活用することを目的に記載する。 

注記 電子機器用と定義しているが，自動車電装機器，各種産業機器などの各種の電気回路に使用され

る直流用のタンタル固体電解コンデンサも対象とする。 

 

2 引用規格及び文書 

 次に掲げる規格及び文書は，この規格に引用されることによって，このガイドラインの一部を構成する。

これらの引用規格は，その最新版（Amendment・追補を含む）を適用する。 

JEITA RC-2371A 電子機器用固定固体・非固体電解コンデンサの推奨外形寸法 

JEITA RCR-1001A 電気・電子機器用部品の安全アプリケーションガイド 

JIS C 1602 熱電対 

JIS C 5003 電子部品の故障率試験方法通則 

JIS C 5070 表面実装技術－表面実装部品（SMD）の輸送及び保管条件－指針 

JIS C 5101-1 電子機器用固定コンデンサ－第 1 部：品目別通則 

JIS C 5101-3 電子機器用固定コンデンサ－第 3 部：品種別通則：表面実装用固定タンタル固

体（MnO2）電解コンデンサ 

JIS C 5101-15 電子機器用固定コンデンサ－第 15 部：品種別通則：固定タンタル非固体又は固

体電解コンデンサ 

JIS C 5101-24 電子機器用固定コンデンサ－第 24 部：品種別通則：表面実装用固定タンタル固

体（導電性高分子）電解コンデンサ 

JIS C 60068-2-20 環境試験方法－電気・電子－第 2-20 部：試験－試験 T－端子付部品のはんだ付

け性及びはんだ耐熱性試験方法 

JIS Z 8115 デイペンダビリティ（信頼性）用語 

MIL-HDBK-217F RELIABILITY PREDICTION OF ELECTRONIC EQUIPMENT 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則 

 

3 用語及び定義 

 用語及び定義は，JIS C 5101-1，JIS C 5101-3，JIS C 5101-15 及び JIS C 5101-24 による。 
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